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対 談  ⼀ 周 回 っ て 最 先 端 
 

⽇時：2023 年 4 ⽉ 25⽇ 
場所：法医学講座集会室（基礎医学棟⼆階） 

         
 

 創設期の雷鳴祭実⾏委員・６期⽣ 
法医学講座 特任教授 

齋藤 ⼀之 
 
 

学友会⽂化部⻑ 
解剖学講座 主任教授 

徳⽥ 信⼦

 
「当時はみんな暇だったからね」 

 
徳⽥ 本⽇は、お忙しい中、お越しいた
だきありがとうございます。今⽇は、雷
鳴祭というものがどうしてできたのか、
また、今の時代に雷鳴祭がもたらすこと
について、思い出などを中⼼に語ってい
ただきたいと思います。それでは、齋藤
先⽣よろしくお願いいたします。 
 
齋藤 あの頃の⼤学付近は、本当になん
にもなくてですね、私が卒業してやっと
セブンイレブンができたぐらいでした。
今と違って、携帯電話はもちろん、テレ
ビもみんなが持っているものではなく、
誰か持っている⼈の家に⾏ってみんな
で⾒ていたような感じでしたね。だから、 
特に部活と勉強以外やることがなくて、
雷鳴祭ができたのでしょう（笑） 
 

 
 
徳⽥ いえいえ（笑） でも、このよう
な⽂化的な活動があるのは、とても珍し
いことで、素晴らしいことだと思います。 
 
齋藤 私は、獨協⾼校出⾝なのですが、
今から思えば、獨協学園全体に、教養主
義的な雰囲気があったのかも知れませ
ん。獨協医⼤を作ったときも、このキャ
ンパスをご覧になればわかると思いま
すが、すごくゆったりと設計されていて、
当時の関係者の⼤学というものへの考
え⽅が滲み出ていると思います。 
 
徳⽥ 確かに、私もこの⼤学にきたとき
そう思いました。⼤⾕⽯や⽴派な⽊々に
感動いたしました。 
 
齋藤 そうでしょう（笑） ⽴派な庭⽯
は、ここの創設者である関湊さんが、⾃
費で買って寄付したものらしいです。こ
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う 50年たってみると、⽊々も⽴派にな
り、全体に⾵格が出ていますね。⾼いビ
ルでも 1 年もあれば建ちますが、樹⽊に
⾵格が滲み出るまでには⻑い年⽉がか
かるのですね。 
 
徳⽥ みんな意外と知らないですが、い
ろいろなところに⼯夫がされていて、素
晴らしいキャンパスだと思います。 
 
齋藤 やはり、当時の設計に関わった⼈
たちのスケールでしょうかね。50年後、
100 年後を⾒据えた設計をしています。
久しぶりに⺟校に帰ってきたとき、学⽣
時代には細かった庭⽊が、⾵格のある⼤
⽊になっているのを⾒て、そう思いまし
た。⼈を造るということはこういうこと
なんだと教わったような気がします。 
 

 
⼤学設⽴時の銀杏並⽊ 

 
現在の銀杏並⽊ 

徳⽥ せっかくこのようなキャンパス
にいるのだから、学⽣さんもぜひ探索し
てもらいたいですね！ そのような⼼
の広い雰囲気が、雷鳴祭を創設する流れ
を作ったのでしょうか。 
 
齋藤 私が１年⽣の時に、⾺場栄治さん
をはじめとする先輩たちが、第１回雷鳴
祭を⽴ち上げました。当時の学⽣には、
⽂化的な活動に⼀⽣懸命な⼈が多かっ
たし、先⽣⽅も理解がありました。事務
の⽅もそういう活動は積極的に後押し
してくださいました。 
 
徳⽥ ⾼校の⽂化祭のようなイメージ
ですかね。 
 
齋藤 それに近いと思います。獨医祭は、
獨協⼤学の⽂化祭をモデルに作ってい
るのですが、雷鳴祭は、⽂化部が好きに
活動を発表する形で、学内向けの発表会
のような感じですね。それで、よそから
壬⽣の地に来てみると、この時期、凄ま
じい雷⾬にびっくりしますよね（笑） 
「雷鳴」という名前はごく⾃然についた
のです。 
 
徳⽥ それにしても、雷鳴祭という⽂化
的な活動を創設したということが、本当
にすごいと思います。 
 
齋藤 当時はみんな暇だったからね（笑）
こういうことでもしないと、本当にやる
ことがなかったんですよ。何かしなきゃ
という感じもありましたし、都会と違っ
て刺激も少なかったですし。 
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「暇というのはすごい⼤事」 
 

徳⽥ でも、暇で⽂化的活動に精を出
すところが、なかなか素敵だと思いま
す。 
 
齋藤 暇というのはすごい⼤事なこと
ですよね。⼈間、暇がないと精神的に
やられてしまいます。 
 
徳⽥ それ思います。なんだか、暇と
いうのは、⼼の余裕に繋がりますよ
ね。 
 
齋藤 ⾃分を⾒つめ、芸術や学問を深
めるには、暇でないとね。そもそもス
クール（school）は、ギリシャ語の
schole（暇）からきていると聞いたこと
があります。雷鳴祭というのは、当時
だったからこそ思いついたアイディア
だったのかもしれません。今の学⽣
は、スマホがあるから、本当の意味で
の暇はないのかもしれませんね。 
 
徳⽥ 本当に、スマホの影響⼒という
のは凄まじいものですよね。 
 
齋藤 ええ、ものすごい影響⼒です。
講義中にスマホを触っている⼈がいま
すが、触っているのはもちろん、触っ
ていなくても、机の上に置いているだ
けで、先⽣の話の情報を収集する⼒は
落ちてしまうそうです。スマホがなん
でも教えてくれると、脳が無意識にそ
う思って省⼒化していると。 
 

徳⽥ 本当に最近は多いですね（笑） 
 
齋藤 ⼈間が成⻑するためには、失敗
がないといけません。結果ではなく、
プロセスが⼤事なのです。スマホはそ
のような機会を奪っている気がしま
す。 
 
徳⽥ その通りで、インターネットと
いうのは、知りたい結果が⼀番上に出
てくるから、悩むプロセスが全カット
されてしまいますよね。 
 
齋藤 その悩むプロセスが、多ければ
多いほどいいんですけど（笑） 本当
の意味での暇というのは、悩むプロセ
スにとって必要不可⽋なものです。今
の時代には、その機会がほとんどない
と思います。 
 
徳⽥ 将来医療に携わる上で、そのよ
うな機会はたくさん経験しておいた⽅
が良いですよね。 
 
齋藤 学⽣のうちに、たくさん悩んで
失敗するのが良いと思います。勉強で
もそうです。基礎医学というのは、臨
床医学を理解する上でのプロセス、基
礎体⼒になります。CBTや国家試験に
ただ合格するだけなら、過去問をやり
込んだり、覚えるものだけ覚えればい
いのでしょうが、それではウィキペデ
ィアで病名を調べた⼈と同じで、本質
には触れられません。医学部というと
ころで医学を学んでる意味はないと思
います。 
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徳⽥ その程度なら、AIでできてしま
いますね。今は、AIがすごく発達して
きていて、⼈間の能⼒を超える部分も
多いですが、⼈間でなければできない
部分というのが、医療界には多くある
と思います。 
 
齋藤 解剖学実習などは、まさに⼈間
にしかできないことですよね。元通り
には戻せない環境の中で、悩みながら
緊張感を持って学びますから。AIには
できないことです。 
 
徳⽥ その通りです。医療は、試験に
受かる知識だけでできることではあり
ませんし、医学に関係のない教養も⾝
につけなければ、患者さんと接するの
はかなり厳しいです。⼼に余裕がなけ
ればできないことですが。 
 

「誰が読むんじゃー！」 
 
齋藤 雷鳴誌の第２号などをみると、
医学に全く関係のない内容が多くあり
ますね。「渓流釣りのテクニック」や
「⼤井川鉄道のC11 を追って」などマ
ニアックなものまであります（笑） 
 
徳⽥ すごい... 「国鉄の新運賃体系
について」なども、誰が読むんじゃ
ー！って感じですけど、これがまたい
いですね（笑） 
 
齋藤 そうでしょ（笑） ⼀般原稿な
どもあって、楽しい雑誌ですね。 

 

 

 
「雷鳴誌 第２号」より 
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「雷鳴誌 第７号」より 

 
「雷鳴誌 第 2号」より 

徳⽥ こういう雰囲気⼤好きです！ 
とても⽂化的ですね。 
 
齋藤 この第２号の雷鳴誌は、私が編
集したのですが、釣り部の挿絵は、釣
り部に全く関係のない私が書き直しま
した（笑） 編集も若林さんという松
井ピテオ（印刷屋さん）の担当の⽅が
親⾝になって教えてくれました。 
 
徳⽥ そうなのですか（笑） 
 
齋藤 なかなか⼤変でしたね（笑） 
今⾒るといい思い出です。ほんとに、
こんな記事をみんな真⾯⽬に作ってい
たのですよ。 
 
徳⽥ 最⾼ですね！ 私も、学⽣時代
は⼈形劇に没頭しました。そういう医
学に⼀⾒関係のない経験は、医師にな
ってからとても⽣きてきます。 
 
齋藤 学⽣時代に没頭するものがある
と、４０年後に振り返ってみて、懐か
しいし、意外と後々役に⽴っているこ
とが多いですね。 
 
徳⽥ 雷鳴誌をみていると、⾃分が学
⽣だった頃を思い出します。私の⺟校
でも、様々な研究会がありましたね。 
 
齋藤 ニューロサイエンス研究サーク
ルには、副学⻑の平⽥幸⼀先⽣の名前
がありますね。 
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徳⽥ ほんとだ！ 他の雷鳴誌を⾒る
と、⿇酔科の濱⼝先⽣や消化器内科の
⼊澤先⽣の名前もありますね。眼科の
妹尾先⽣の写真作品もある！ 
 
齋藤 妹尾先⽣は、獨協⾼校の同級⽣
でもありますが、写真が得意でした
ね。 
 
徳⽥ 先⽣⽅の意外な⼀⾯を知ること
ができ、⼤変興味深いです。各部活の
誌⾯発表が充実していて、数⼗年経っ
て読んでも、楽しさがありますね！ 
 
齋藤 今もまだあるのかわかりません
が、私たちが学⽣の頃のタウン誌「ぴ
あ」など、雷鳴誌はそれに近いものだ
ったのではないでしょうか。当時はイ
ンターネットなどないですから、この
ような情報誌から情報を得るしかあり
ませんでした。 
 
徳⽥ 懐かしい... 読みました。あれ
も時代ですね〜 
 
齋藤 雷鳴誌もきっと時代の流れと獨
協医⼤の雰囲気の歴史を物語っていま
すよ。それこそ、さっきの「国鉄の新
運賃体系について」は、今ならインタ
ーネットで調べればでてきますから。
今だったら、このような記事は誰も書
かないでしょう。 
 
徳⽥ 確かに。当時と今での雷鳴誌と
いうものへ考えも変わってきているの
かも知れませんね。 

齋藤 ⽂化というものは精神的なもの
なので、暇が少ない現在では、雷鳴誌
を含め雷鳴祭に対して、今の学⽣は当
時とは違う⾒⽅をしているのではない
でしょうか。 
 

「⼀周回って最先端」 
 
徳⽥ 暇のないこの時代に、雷鳴祭とい
う⽂化的活動をやるというのは、⼼の余
裕を作る良い機会になるのかもしれま
せんね。 
 
齋藤 確かにそうですね。今の時代には、
当時とは違った⾓度で、⼤切な機会にな
ると思います。 
 
徳⽥ 原点回帰じゃないですけど、こう
⼀周回って最先端なことかもしれませ
ん。昔の暇な時代の催し物が、今の時代
では、⾜りない能⼒を補う最先端なやり
⽅という（笑） 
 
齋藤 上⼿くまとめて頂きました（笑） 
ぜひ、久しぶりに雷鳴祭を開催するこの
機会に、⾊々試⾏錯誤してみて欲しいで
す。 
 
徳⽥ とても楽しみです！ 最後に、齋
藤先⽣から今の学⽣さんへのメッセー
ジをお願いいたします。 
 
齋藤 今回、40年前の雷鳴誌をみて、懐
かしくてジーンときました。あの頃の学
園の空気まで蘇ってきました。後輩たち
には、後に懐かしいと思える⽇々を過ご
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してほしいと思います。損得勘定抜きで、
好きなこと、興味のあることに悩みなが
ら没頭できるといいですね。⾃分のこと
を考えると、学⽣の時は、⾊々失敗して、
⼈間の幅が広がる最後の機会だったか
もしれません。学⽣時代が終わると、深
くはなっても、横への幅が広がることは
少なくなります。ぜひ、幅を広げてほし
いですね。勉強もしっかりしなければで
すが（笑） 
 
徳⽥ 私も、獨協医⼤のこの素晴らしい
伝統や雰囲気をつなげていければと思
います。本⽇は、お忙しい中、貴重なお
話をありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


